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　創業76年の古びたホテルを6カ月間
閉鎖し、1500万ドルをかけてスタイリッ
シュで最先端の目的地に改修するとな
れば、再オープンの際には、ホテルが
密集する周辺地区の中でもひときわ際
立つように、細部にまでこだわってで
きる限りの手をつくしたいと思うだろ
う。コペンハーゲンの家族経営のアブ
サロンホテル（Absalon Hotel）では、
シックな全面改装の目玉として、現代
的でインテリジェントな固体照明（SSL：
Solid State Lighting）システムを屋内
外に設置した。ボタンに触れるだけで
色調と明るさを幅広い範囲で変更可能
であるため、全161室の同ホテルとそ
の客は、気分に合わせて簡単に雰囲気
を変えることができる。
　1世紀前に建てられた建物の新しい
外観が目を引くのは、主にロンドンの
デザイン会社であるデザイナーズギル
ド社（Designers Guild）から調達した
織物と家具のおかげだが、見落として
はいけない。可変で鮮やかな照明がそ
れにアクセントを添え、デジタル制御
のLEDに基づく照明がもたらした新し
い時代の前には不可能だった方法で、
その独特な外観を印象付けていること
は間違いない。
　「照明は、競合他社との差別化を図る
ための手段になると考えた」と、同ホテル
の最高責任者で、1938年に同ホテルを開
業した創業者の孫娘でもあるカレン・ネ

ーデルガード氏（Karen Neder gaard）
は述べた。創業者は、1900年初頭に
建てられた小さな民間アパートをホテ
ルとして改装し、12世紀にコペンハー
ゲン発祥の地となる城を築き上げた大
主教の名にちなんでアブサロンホテル
と名付けた。「私たちは、1年の半分は
とてもとても暗いデンマークに住んで
いる。照明は、ホテル客の生活と体験
を明るくするための方法の1つだと思
っている」とネーデルガード氏は言う。
　照明は、おびただしい数の競合ホテ
ルとの差別化にもつながる可能性があ
る。アブサロンホテルは、コペンハー
ゲンでも人気の高いヴェスターブロ地
区の中心部に位置するためだ。かつて
は精肉工場と売春宿が並んでいたこの
地区は、ウェブサイトThrillistによっ
て2015年、「流行の最先端を行く」地
球上の地域の第4位に選出されている
（http://bit.ly/1n6i2AL）。
　最善の結果を得ようと気の抜けない
作業が始まった。2014年10月にアブ
サロンホテルの壁が取り壊された後、
1階は外から見えるようにガラス張り
となり、家具はグレードアップされ、
カーテン・カーペット・壁紙は色鮮やか
なものに変えられ、窓が入れ換えられ、
浴室が改装され、元のエントランスは
入りやすい雰囲気に変えられ、脇に2
つ目の入り口が利便性のために追加さ
れ、約30室が削られ、塗装・再配線・

再配管が行われ、何十年間で初めて全
館にわたって全般的に装飾が施された
が、その際、照明は、やるべきリスト
の中でも優先度の高い項目だった。

きっかけは、フィリップス社の「Hue」
　オランダの照明大手フィリップス社
（Philips）が提供する、色やシーンを変
えられる家庭用ランプ「Hue」シリーズ
（http://bit.ly/1Fd1uyW）にインスピ
レーションを受けたネーデルガード氏
は、類似の技術を自身が所有するホテ
ル全体にわたる、より広い範囲に導入
できないかと、早速同社に問い合わせ
た。同氏は、フィリップス社がオランダ
のアイントホーフェンにあるLighting 
Application Center（照明アプリケーショ
ンセンター）において展示する、業界
に特化した複数の展示物のうちの1つ、
ホスピタリティ業界向けショールーム
を訪れ、それが可能であると確信した。
　ネーデルガード氏は直ちに、ホテル
屋内外に設置されるあらゆる種類の照
明システムを同社に発注した。
　その発注内容は次のとおりだ。ホテ
ル初のバーにおける昼夜を通したさま
ざまな雰囲気やサービス内容に対応す
るバリアブル照明スキーム。レセプショ
ンエリアに配置されたデザイナーズギ
ルド社の家具にマッチする、グリーン
とターコイズの落ち着いた配色のデス
クフロント用照明パネル。5階建てホ

マーク・ハルパー

コペンハーゲンのヴェスターブロ地区にあるアブサロンホテルでは、屋内と屋
外に色調と明るさを調整可能なインテリジェントなSSLを設置したことで、
洗練された周辺地区の中でも際立つ存在感を放っている。

LED照明、スタイリッシュなホテル改装
̶コペンハーゲンにて
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テルの最上階にある最高級客室の
浴室用の調色（色が変えられる）照
明。夜中に目が覚めた宿泊客に反
応するモーションセンサに接続さ
れたベッド下照明。通行者が現れ
るまでは明かりを落とした状態に
保つ廊下センサ。白色光で建物を
照らす屋外ファサード照明（ただし
特別な時期を除く。例えばクリス
マスには、建物全体が赤と緑で飾
られていた）。

LEDと制御
　アブサロンホテルではさらに、
すべてのLEDランプについて、デ
ジタル制御によって必要に応じて
色を変えられるという従来型の電
球では不可能な機能だけでなく、
LEDの顕著な特長である省エネ効
果も得たいと考えた。ファサード
照明を除くほとんどのLED照明が、
2015年5月の同ホテルの再オープ
ン以来、見事に機能している。
　この照明スキームの主要要素の1つ
が、ロビーとバーに設置された階下照
明である。そのすべてが屋外から見え
るため、アブサロンホテルのイメージ
アップに大きく貢献するとともに、通
行人を客としてバーに引き寄せる効果
さえある（図1）。バーカウンターの前
面に設置されたパネル照明と、バーエ
リアの天井照明は、5つのプログラム済
みシナリオ（朝食、ランチ、アフタヌーン、
夕方、「バー」）に基づいて、色調と明る
さが変化する。
　バーエリアは、ホテルの朝食ラウン
ジ（アブサロンホテルでは朝食以外の
食事は提供していない）に続いている
ため、照明は、朝には明るく白色にな
るようにプログラムされている（図2）。
「明るい照明によって、ホテル客は迷
うことなく朝食レストランへと足を運

ぶことができる」とアブサロンホテル
で料飲部支配人を務めるマーティン・
ブラント氏（Martin Brandt）は述べた。
照明スキームは、1日を通して定めら
れた5つのプログラム済みシナリオを
順に繰り返す。夕方になると、自動シ
ステムによって照明が暗くなり、午後
8時ごろにはバーモードに切り替わっ
て、青色、紫色、赤色、緑色のさまざ
まな光が放たれる（図3）。
　1階は屋外の道路から見えるように
なったため、「この照明には、外を行
き交う人々を誘い、バーへと導き入れ
る効果もある」とネーデルガード氏は
付け加えた。

ボタン1つで変更可能なシナリオ
　フィリップス社のシステムは基本的
に、さらに多くの配色スキームを個々

の従業員が自由に指定できるよう
になっているが、同ホテルではそ
れを許可しないことにした。「運営
上の観点から、何らかの規則を設
ける必要があった」とネーデルガー
ド氏は述べた。「従業員が照明を好
きなように操作するのは避けたか
った。毎日同じ時間に同じ照明に
なるように、一定の手順に沿って
照明が変化することが重要である。
そうしなければ、ある従業員はピ
ンクにしたいと思い、次の従業員
は緑だと言い、3人目は黄色にしよ
うとするかもしれない。それでは
うまく機能しない。それに私は、
従業員が午後に照明を変えるのを
忘れることを危惧した。そこで、
すべてを自動運転にすることにし
た」（ネーデルガード氏）。
　ただし従業員は、プログラム済
みの設定を無効にして、5つの設定
済みシナリオの中の次のシナリオ
へと照明の状態を進めることがで

きる。「バーの中に人が多いと判断した
ら、アフタヌーンからバーへとシナリオ
を切り替えることができる。ボタン1
つで、簡単にシナリオを変更すること
ができる」とネーデルガード氏は説明
した。
　ボタンは、壁に取り付けられたパネ
ルにある。フィリップス社のコンピュー
タシステムに接続されたDMXコントロー
ルを利用し、電気ケーブルを介して信
号が照明に伝送されると、フィリップ
ス社のヨルゲン・ボー・ジェンセン氏
（Jørgen Bo Jensen）は述べた。同氏
はアカウントマネージャーとして、ア
ブサロンホテルと密接に協力して同プ
ロジェクトに取り組んだ。

インテリアデザインとの融合性
　ターコイズとグリーンのロビー照明

図1　アブサロンホテルでは、特にロビーラウンジとバー
エリアにおいて、道路を行き交う人々を誘う魅力的な照
明が必要だった。
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は、バーエリアのように制御可能では
ないものの、デザイナーズギルド社の
インテリアデザインの色にマッチして
いる。これも、典型的なデンマークの
ホテルの象徴とネーデルガード氏が称
する、ペールホワイト、ベージュ、黒
といった色を避けて、照明と織物の両
方によってホテルの外観を明るくした
いという、同氏の意向に沿ったもので
ある（図4）。
　「ロビーラウンジには、グリーンやター
コイズ系の色を使用することにした。
フィリップス社の照明によって、イン
テリアの色が一層引き立ち、すべてが
うまく融合して、このアットホームな
雰囲気を創り出すことができると思っ
た。それこそ私たちが求めていたもの
だった」とネーデルガード氏は述べた。

　別の白色照明として、同ホテルでは、
1階の黒色の天井に、白色光を放つス
タイリッシュなフロート照明のパネルを
取り付け、レセプションエリア、バーエ
リア、朝食エリアの間の通路を照らし
ている。パネルをホテルの窓と同じ形
状にすることで、自然光のような雰囲
気を演出している。この照明は、DALI
制御の調光機能に対応している。同様
に、ロビーエリアには、キャンドルラ
イトを模したLEDフロート照明をちり
ばめ、心地よい雰囲気を演出している。
料飲部支配人のブラント氏は、これを
使用してみた経験から、制御パネルに
よって一部の照明ごとに制御できれば
うれしいと思っている。それは、単純
な電気的な問題にすぎない。しかしそ
れ以外では、新しいLED照明は素晴

らしくうまく機能していると同氏は述
べている。

あらゆる場所が、色とりどりに
　照明以外の部分では、今回の改装で
は、客室フロアに採用されるデザイナ
ーズギルド社の織物、家具、壁紙にお
いて、ふんだんに色を取り入れること
が求められた。ベリーをテーマにした
紫色のフロア、海をテーマにした青色
とシルバーのフロア、草をテーマにし
たピンクとグリーンと黒色のフロアと
いったように、フロアごとにテーマが
異なる。ネーデルガード氏が、客室と
レセプションエリアにカラー照明を取
り入れなかった理由のひとつはそこに
ある。つまり、色鮮やかな織物とけん
かしてしまうからだ。「客室にはカラー

図2　朝食エリアには、昼白色の照明が設置されている。
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照明を取り入れる必要はない」とネー
デルガード氏は述べた。
　しかしアブサロンホテルでは、最上
階の浴室の壁を大理石とし、宿泊客が
天井のスポット照明の色をカラースペク
トルの中で順に切り替えられるように
した。また、フィリップス社のジェンセン
氏によると、2700K～6500Kの相関色
温度（CCT：Correlated Color Tem per-
a ture）で調光可能な白色照明が、化粧
用鏡の脇に取り付けられているという。
　他のフロアの浴室には、色を変える
照明を設置しなかった。理由の1つは
費用である。「大幅改装のある段階に
達すると、今回はここまで、とブレー
キをかける必要がある」とネーデルガー
ド氏は述べたが、将来的には、他のフ
ロアの浴室にもカラー照明を設置する

可能性はあるとした。照明は全体的に
「かなり費用がかかった」と表現したネ
ーデルガード氏だったが、フィリップ
ス社のジェンセン氏の見積もりによる
と、改装総額1500万ドルのうち、照
明にかかった費用は合計約250万デン
マーククローネ（約36万7000米ドル）
だったという。
　また同ホテルでは、宿泊客がスマー
トフォンアプリによって照明を制御す
る機能は提供しないことにした。「こ
れについては検討したが、宿泊客にと
ってやや複雑すぎる操作になると考え
た」とネーデルガード氏は説明した。

あらゆる場所にLEDを
　公共スペース、客室、屋外ファサー
ドのすべてにおいて、同ホテル全体で

一貫して採用されている技術が、LED
光源である。
　客室には平均で、2つの読書灯、2つ
のベッドサイドランプ、テーブルラン
プ、ベッド下照明、壁に埋め込まれて
天井を優しく照らすLEDストリップ照
明のほか、浴室に4～6個のスポット
照明がある。これらの照明と、廊下に
設置されたセンサ駆動のLED照明や
その他のシステムで、省エネが達成で
きるとネーデルガード氏は期待してい
る。LEDを採用すれば、従来の白熱
灯と比べて約90%と、大幅な消費電
力削減につながることが知られている
ためである。
　また同ホテルでは、従業員控室や管
理室の照明を消灯するためのセンサも
設置した。「照明がいつもつけっぱな

図3　バーエリアのダイナミックな照明は、1日の時間帯に合わせてさまざまなシーンを演出するように設定可能で、1日を締めくくる夕方には、暖
かさを感じる心地よい光をともすことができる。
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しになっているすべての部屋に、セン
サを設置した」とネーデルガード氏は
述べた。まだ導入したばかりで実際の
省エネ効果を確認することはできない
と同氏は述べたが、フィリップス社の
ジェンセン氏によると、消費電力は約
60%低減する見込みだという。同ホテ
ルには、以前よりも格段に多数の照明
製品や機能が装備されているにもかか
わらずである。
　ジェンセン氏は、LEDランプの耐用
年数は20年以上にも及ぶため、維持費
も削減される見込みだと付け加えた。
「ホテルには保守担当者がおり、それ
までは毎日、小さなバスケットを抱え
てホテル中の電球を交換して回るのに
かなりの時間を費やしていたが、その
作業から解放されて、他の仕事に時間
をかけられるようになっている」とジェ
ンセン氏は述べた。
　しかしネーデルガード氏は、維持管
理の問題は、LEDでよく引き合いに出
される筋書きほどバラ色でもないと指
摘した。電球は繊細で、誤ってぶつけ
たりすると故障する可能性がある。客
室でLEDランプが急に点灯しなくなる

こともまれではない。「中には、ぶつ
かっただけで点灯しなくなるものもあ
る」とネーデルガード氏は述べた。イ
ベントの準備で、客の通行の邪魔にな
らないようにテーブルを移動させる際
に、1階のランプの高さを上げる場合
にも同じことがいえる。「動きに非常に
敏感なため」上下の移動でランプが故
障することがあると同氏は述べ、フィ
リップス社と独オスラム社（Osram）の
どちらの交換用電球でもこれが生じる
と付け加えた。

ファサード照明の問題
　しかし、繊細な屋内LED照明の問
題も、アブサロンホテルの照明改修プ
ロジェクトにおけるあるひとつの失敗
に比べれば、たいしたことではない。
その失敗とは、フィリップス社のDMX
制御の「Color Kinetics」システムを装
備する屋外のファサード照明である
（同じくColor Kinetics製品を実装し
た「LightRails」プロジェクトに関する
こちらの記事も参照のこと。http://
bit.ly/1eNKnQt）。
　「ファサード照明については少し議論

があった」とジェンセン氏は述べた。
「白色光では十分ではない」という同氏
の表現も間違ってはいない。「問題は、
白色光にあまりにも多くの色が含まれ
ていることだ。虹の中のすべての色が
含まれる」とホテル経営者のネーデル
ガード氏は補足した。「どこかでそれ
が間違いにつながってしまった」（ネー
デルガード氏）。
　ファサードシステムは、最初から問
題に見舞われた。5月に初めて点灯し
たとき、「光がディスコで踊り狂ってい
るかのように見えた」とネーデルガー
ド氏は当時を振り返って述べた。ホテ
ルの目的にそぐわないだけでなく、近
隣の迷惑にもなった。「そこで、適切
に機能するまで待つことにした」（ネー
デルガード氏）。
　その後は何カ月にもわたって、厳し
い試験期間が続いた。夏は日照時間が
長いため、夜間の効果を確認するため
に、真夜中以降に試験を行わなければ
ならないことも多々あった。11月になっ
てようやくファサード照明を再び点灯
したが、白色モードにあまりに多くの
色が散乱していることが確認された。
　それでも同ホテルは、クリスマス用
の赤と緑のファサード照明など、特殊
なイルミネーション効果の実現をあき
らめておらず、フィリップス社が近いう
ちに、白色照明の問題を解決してくれ
ると期待している。「それについては、
フィリップス社と議論している最中で
ある」とネーデルガード氏は述べた。
　一方で、屋内デジタル照明システム
は成功したとネーデルガード氏は評価
している。同ホテルは今後も、流行最
先端を歩み続ける。
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図4　ホテルのレセプションエリアに設置された新しいLED照明は、インテリアデザインにマッ
チした色で、従業員の作業に必要な明かりを提供する。


